























































































































































































































かずや ：1個1グラムだと したら 14gになるよ。
T : なるほど。でも，1個lgとは限らないよ。
分かっていることは
00太郎が1袋あります。
Uず君は8乍85個食べました。
今日は妹が8個食べたので，
のこりは 6個になりまし尼
は口が古伺個あったでしょう。
るい ：食べったっていうことは，減るからひき算？
のこりは6個ではじめの数を知りたいんだ
から ・・・。先生図かいてもいい？
※ 「食べました。」から引き算と演算決定と考え戸惑
う子どもたちの図をかいて場面を捉えようとする姿が
見られた。
ゆい ：キズネール棒でできるよ。
たくや：僕はテープ図で考えてもいい？
りえ ：私はおはじきで考えたい。
※子どもたちは，思い思いに自分の考えを図に表そう
とする。
図4表現法
しんじ ：僕の図で，昨日食べたのはここなんよ。しげ
くんって書いてるけど，これはしげくんが食
べた数なんよ。妹は8個たべたやろ。わかる。
それで，これが残りの5個なんよ。
― 129 ―
みさ ： 6個やで。
しんじ ：そう，6個だ。図で考えたらはじめの数って
昨日食べた数と今日食べた数と残りを合わせ
た数になるから，5+8+6で19個。
ゆい ：はじめの数は全体の数でしょ。それが分かっ
てないから ・・・ 。しげんくん食べたのと妹
が食べたのを合わせて5+8。残りの6個も
合わせないといけないから 13+6で19個
です。
※図を比較しながらお互いの図に修正を加えていく。
かや ：アドバイスで，はじめの数がわかってないか
ら図に口個をかいた方がいいよ。
りえ ：食べた数を最初にまとめてかいて，残りを後
にかいた方が分かりやすいよ。
【第4学年】何倍でしょう
4年生は，妹・しげ君 ・兄の3人が食べたお寿司
の数を2倍，3倍といった言菓を手がかりに誰が 1
番多く食べたかを明らかにし，しげ君の皿の数を探
っていく。
妹はリブ君の2i音
兄は妹の3倍食べました
めい ：先生とけないよ。元の数字ないもん。
T : もとの数って？
かずと ：妹の食べた数とか，兄の食べた数とか。から
みき ：初めの数が書いていないからわからない
ゆうと ：それに兄の食べた数は何皿ですかとかの問い
の文がないよ。
T : じやあ，誰が1番多く食べたかは分かる？
ひまり ：え一つ。妹しげ君兄の順じゃないの？
ひなた ：大丈犬分かるよ。妹はしげ君の2倍だか
ら，妹はしげ君より多いでしょ。兄は，妹の
2倍だから，兄の方が多い。
さくら ：しげ君，妹兄の順っていうこと。
※もととなる皿の数を隠すことによって3量の倍関係
に着目し数量関係を整理して捉えさせることができ
た。次に，本時の間いの文を提示した。
兄は30皿食べたそうです。
U"fflは何皿食べだでしょう。
兄は以ガ却涸倍かをもとに考えよう。
みき ：まず，妹はしげ君の2倍食べたでしょ。
でも，妹の皿の数も分からないから口皿。
ここまで分かる。兄は妹の3倍で 30皿だか
ら，30-;3で10皿。次はしげ君の皿の数だ
から ・・・。えっと ・・・。
さくら ：みきの考えの続き分かるよ。兄は30皿食べ
たでしょ。兄は妹の3倍だから妹の食べた皿
の数は30-;3で10皿。妹はしげ君の2倍だ
からしげ君の食べた皿の数は 10-;-2で51Il1
T : なるほど。でも，今日の課題は兄はしげ君の
何倍かをもとに考える問題だよ。
さくら ：妹はしげ君の2倍でしょ。兄は妹の3倍だか
ら，兄の食べた皿の数はしげ君の2X3で6
倍になるよ。
6. 成果と課題
授業の導入でガイド文を提示したことは有効であっ
た。間接指導時における停滞した時間を無くすだけで
なく，子どもたちが学習課題に見通しをもって取り組
むことができたからである。また，子どもたちにとっ
て音声による言葉はいくら端的なものであっても消え
てしまいがちである。ガイド文で本時の学習活動や目
標を示しておくことで，常に立ち返る場所を提示して
おくことで話し合いが本時の目標からそれた時も修正
させることができたと考える。
本実践を含めて常に価値付けをし，評価することに
よって國の活用の仕方や表現方法を身につけるものも
多くなってきた3 しかし，領域や単元が変わると今ま
で獲得してきた表現方法をうまく活用できないものも
いる。本時の4年生に見られた基準量と比較量の関係
性を捉える際に見られた蹟きもその 1つである。3学
年で学習した3要素2段階の順恩考の本時に接続でき
なかったことに起因する。
具体物を用いて課題場面を再現□見覚化して捉える
ことや，考えを操作して表現することで考えを共有化
することは一定の成果を得ることができたと考える。
しかし，絵 ・図や具体物と式を関連付けて表現する
ことやそれぞれの思考を比較することで思考を深める
力はまだ十分とは言えない。
子どもたちが自分の言葉で話し合い，解決の方法や
手順を言葉や図等で書き表し，それぞれの思考をつな
ぎ合うことで確かな学びへと向かうことができるよう
今後も研究を深めていきたいと考えている。
また，複式教育において，子どもたちの主体的な学
びの姿を実現するためには，誰もが見通しをもち学び
に向かうことのできる学習環境や自分の考えを伝えあ
うことのできる技能，表現力が必要不可欠である。勿
論これらは単年で完成し完結できるものではない。
子どもたちの6年間での育ちを見通した指導の在り方
について今後も研究を深めていきたいと思う。
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